
 



亀 山 市 の 沿 革

　亀山市の歴史は古く、鈴鹿の関は、越前の愛発、美濃の不破とともに日本三関と呼ばれ
都と東国を結ぶ交通の要衝として栄え、江戸時代には、亀山宿、関宿、坂下宿が東海道の
宿場町としてにぎわい、とりわけ、関宿は、西の追分で鈴鹿峠越えの東海道と加太越えの
大和・伊賀街道へ、東の追分で東海道と伊勢別街道へ、それぞれ分岐していたため、参勤
交代や伊勢参りなど、多くの旅人が往来した。また、亀山宿では、亀山城を中心に形成さ
れ、現在の市街地の基礎となっています。

　明治4年に廃藩置県、明治22年の新市町村制の施行に伴い戸数1,300戸、人口7,000人の
亀山町が誕生、明治41年には更に１ヵ村を合併し人口も10,000人を数え、昭和29年
（1954年）まで、この地域は亀山町、昼生村、井田川村、川崎村、野登村、白川村、神辺
村、関町、加太村、坂下村の２町８村から構成されていました。
　昭和29年10月に亀山町と昼生村、井田川村、川崎村、野登村が合併し、亀山市が新設さ
れ、その後、一部が鈴鹿市へ編入し、新たに白川村、神辺村の一部や芸濃町楠平尾を編入
し、亀山市となりました。
　関町については、昭和30年２月に関町に白川村、神辺村の一部を編入し、昭和30年４月
に関町と加太村、坂下村が合併して関町が新設され、その後、一部が伊賀町へ編入し、新
たに芸濃町萩原、福徳を編入して関町となりました。
　平成17年1月11日には亀山市と関町が合併し、新「亀山市」が誕生しました。平成の大
合併としては、県内で６番目の合併となり、人口は48,670人、面積が190.91k㎡で、いず
れも県内市町村中１０番目の規模となり現在の市の行政区域として、平成20年2月21日、
｢５万人都市｣となりました。

　亀山市誕生当時の昭和30年代は、まさに亀山市の成長期でありました。戦後処理のまだ
さめやらぬ中で､保育所の建設､失業者対策､衛生施設の整備､道路交通網の整備、教育施設
の整備等､文化的な生活を営む上で基本的に必要な生活基盤の整備を推進しました。
　昭和40年代の日本経済の高度成長期には､能褒野工業団地に代表される企業誘致や住宅
団地の造成等によって､産業構造や市民生活が大きく変化し､また昭和46年の台風23・29
号や昭和49年の集中豪雨等の大災害に遭遇したが、これらに対応すべく産業基盤の整備、
上水道の敷設、福祉施設の充実等､産業の近代化と社会福祉の向上を図りつつ、昭和50年
代にスポーツ施設の建設、関西本線の電化推進、街路の整備、文化施設の建設及び生活環
境施設等の整備充実に取り組みました。

　現在は、“豊かな自然・悠久の歴史　光ときめく亀山”を実現するため、まちづくり基
本条例の制定をはじめ、「市民力で地域力を高めるまちづくり」と安心安全に軸足を置い
た、第１次亀山市総合計画後期基本計画を策定し、その具現化に向けた取り組みを進めて
いるところです。いま、まさに市民が主役となった市民活動が展開されています。
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昭和24年  2月 消防組織法(昭和23年法律第226号)に基づき亀山町消防本部を設置
消防職員4名(役場兼務職員を含む)、消防ポンプ自動車1台をもって自治体消防
を発足する

昭和26年  2月 消防本部に水槽付消防ポンプ自動車1台配置
昭和27年  3月 日本消防協会から表彰旗を授与
昭和29年  3月 消防庁長官から竿頭綬を授与

10月 鈴鹿郡亀山町、川崎村、野登村、井田川村、及び昼生村の5ヶ町村が合併して
市制を施行し｢亀山市｣を発足
市制施行により、亀山町消防本部を亀山市消防本部に名称替えを、また消防団
は5団制をとる
　消防本部　1　　　消防職員       3名　   水槽付消防ポンプ自動車　1台
　消防団　　5　　　消防団員　295名　　消防ポンプ自動車　　3台
　手引動力ポンプ　　11台

昭和30年  2月 鈴鹿郡神辺村布気、太岡寺、山下、木下及び小野の一部並びに白川村白木、小
川の区域を編入合併、旧神辺村、白川村消防団に加え7団制、団員366名とな
る

 5月 各地区の旧消防関係条例を廃止し、亀山市消防に関する条例施行により消防団
を総合再編成する
　消防団　　1団          6ヶ分団　　　消防団員　　366名
　消防団の管轄区域　　第1分団　(旧亀山町、井田川村)
　　　　　　　　　　　第2分団　(旧神辺村)
　　　　　　　　　　　第3分団　(旧昼生村)
　　　　　　　　　　　第4分団　(旧川崎村)
　　　　　　　　　　　第5分団　(旧野登村)
　　　　　　　　　　　第6分団　(旧白川村)
初代消防団長に伊藤栄二郎氏が就任

 6月 消防本部に消防ポンプ自動車1台配置
昭和31年  6月 第4分団(太田)､第5分団(池山)､第6分団(小川)に小型動力ポンプ各1台配置

消防本部に中短波陸上無線電話(基地局1､移動局2)設置
昭和32年  5月 職員1名増員

 9月 第2分団(山下)､第3分団(中庄)に小型動力ポンプ各1台配置
昭和33年  8月 職員2名増員

10月 消防本部に消防ポンプ自動車1台配置
昭和34年  4月 新消防庁舎を本丸町577に建設する

　昭和34年4月10日着工　　　　昭和34年6月23日竣工
　木造亜鉛鉄瓦棒葺平屋建　　 建築面積　208．17㎡

 8月 職員1名増員
12月 消防本部に中短波陸上無線電話の移動局(1)を増設

昭和34年9月、台風15号(伊勢湾台風)による風水害の災害救助、復旧に尽力
し、消防団が国務大臣(中部日本災害対策本部長)から12月9日感謝状を授与

昭和35年 11月 第2分団(小野)､第5分団(坂本)に小型動力ポンプ各1台配置
12月 消防本部に中短波陸上無線電話の移動局(1)を増設

昭和36年  5月 第5分団(平尾)に運搬車1台配置
 6月 職員2名増員
 9月 第4分団(能褒野)､第6分団(松山)に小型動力ポンプ各1台配置

昭和37年  4月 消防本部に事務連絡用単車1台配置
 5月 第4分団(南条)に運搬車1台配置、職員1名増員
10月 第3分団(三寺)､第6分団(松山)に小型動力ポンプ1台配置
11月 職員4名増員

昭和38年 10月 職員1名増員
昭和39年  1月 消防本部に運搬車1台配置

 3月 消防本部に小型動力ポンプ1台配置し運搬車に積載する
 7月 職員1名増員
11月 消防本部に水槽付消防ポンプ自動車1台配置し消防ポンプ自動車1台を第1分団

へ配置替えする
昭和40年  4月 消防団条例の一部改正により消防団員を317名に削減、職員2名、女子事務員1

名増員
 8月 職員1名増員
10月 第5分団(安楽)に小型動力ポンプ1台配置

昭和41年  4月 職員8名増員

亀 山 市 消 防 の あ ゆ み
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 8月 第2分団(太岡寺)､第6分団(白木)に運搬車各1台配置､また第4分団(田村)に小
型動力ポンプ１台配置

昭和42年  3月 元消防庁舎跡に鉄筋コンクリート造の新庁舎を建設
　昭和42年4月1日着工　　　　　　昭和42年10月30日竣工

 4月 消防署を設置、名称を亀山市消防署とし、消防本部・署職員31名、水槽付消防
ポンプ自動車２台､消防ポンプ自動車1台、職員5名増員

 8月 第3分団(中庄)に運搬車1台配置
10月 亀山ライオンズクラブから気象観測計器(自記風向､風速計)の寄贈を受け、ま

た自記雨量計、通風乾湿計等気象観測施設を設置
昭和43年  3月 昭和42年3月6日に発生した国道1号鈴鹿トンネル内の車両火災に際し、その消

防活動の功績に対し消防本部、消防団が三重県知事から表彰を受ける
第4分団(南条)に小型動力ポンプ1台配置

 5月 第5分団(平尾)の運搬車更新
 9月 消防団条例の一部改正により消防団員を280名に削減

職員1名退職
昭和44年  4月 日本損害保険協会から「火災保険号」の寄贈を受け消防署に配置

 8月 消防署に救急自動車1台配置
 9月 政令指定により救急業務開始

第2分団(木下)､第5分団(辺法寺)､第6分団(白木)に小型動力ポンプ各1台配置
10月 中短波陸上無線電話(基地局1､移動局4)を超短波無線電話に全て切り替えると

ともに移動局(２)を増設する　職員1名増員
消防団長伊藤栄二郎氏の退団(死亡)

12月 消防団長に一見忠夫氏が就任
昭和45年  4月 職員3名増員

 6月 第4分団(徳原)に小型動力ポンプ1台配置
 7月 消防署に運搬車1台配置

昭和46年  3月 宮西昌雄氏から寄付金を受け「空気呼吸器3基」「超短波無線電話1基」を購入
し消防署に配置

 9月 消防署に携帯超短波無線電話1基配置
12月 第2分団(中村)､第5分団(原尾)小型動力ポンプ各1台配置

昭和47年  2月 職員1名退職
 3月 消防署に消防ポンプ自動車1台を配置し、消防署の消防ポンプ自動車1台を第1

分団(本町)に配置替
三重県消防大会(3月29日)において三重県知事から優良消防団として竿頭綬を
授与

 4月 消防署に携帯用超短波無線電話2基配置　　職員3名増員
 6月 第1分団(本町)､第4分団(南条)の運搬車更新
 8月 第1分団(本町)に小型動力ポンプ1台配置、運搬車に積載

昭和48年  2月 消防署にⅡ型化学消防自動車1台配置
 3月 成田正次、中島　高、両氏から寄付金を受け「携帯用酸素切断機1台」､「背負

式消火水のう8基」を購入し消防署に配置
 4月 職員1名欠員補充
 6月 消防署に広報車(1600cc)1台配置
 9月 第3分団(三寺)､第6分団(松山)に小型動力ポンプ各1台配置

昭和49年  3月 第1分団(川合)､第6分団(小川)分団車庫新築
 4月 職員2名欠員補充
 7月 第4分団(太田)分団車庫新築

消防本部組織を一部改正し、新しく危険物係を設置
 8月 第4分団(太田)､第5分団(池山)の小型動力ポンプ更新
11月 三重県知事から7月未明の集中豪雨の功労に対し表彰状を授与

昭和50年  4月 職員4名欠員補充
 5月 石井彦一郎氏から、単車(125cc)の寄贈を受け消防署に配置
10月 三重県共済農業組合連合会から救急車(２Ｂ型)の寄贈を受け消防署に配置

第2分団(山下)､第3分団(中庄)の小型動力ポンプ更新
昭和51年  2月 第3分団(下庄)､第4分団(田村)分団車庫新築

 3月 第5分団(平尾)分団車庫新築、移転
職員1名退職

 4月 職員4名欠員補充
10月 第2分団(小野)､第6分団(小川)の小型動力ポンプ更新

昭和52年  1月 第5分団(辺法寺)分団車庫新築
 4月 職員4名欠員補充

職員1名退職
 8月 第4分団(能褒野)､第5分団(坂本)の小型動力ポンプ更新
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 9月 消防署に車載用超短波無線機2台配置
10月 第6分団(上白木)分団車庫新築
12月 第5分団(原尾)分団車庫増築

昭和53年  4月 消防長(初代専任)三宅長治氏が就任
職員4名欠員補充

 7月 消防本部及び消防署の機構改革を図る　本部に庶務係、予防係、危険物係、防
災係、企画係の5係を消防署に消防第一・第二係、救急通信第一・第二係の4係

 9月 関町と亀山市との間における消防事務の事務委託に関する規約を議決
小型動力ポンプ付積載車を消防団本部(本町)､第1分団(井田川)､第5分団(平
尾)に配置
小型動力ポンプ台車付1台を第3分団(下庄)に配置(更新)

10月 自動遠隔サイレン吹鳴装置､基地局1基､子局3基(太岡寺町､白木町､川崎町)設置
11月 日本損害保険協会から「火災保険号」の寄贈を受け消防署に配置

昭和54年  2月 事務委託に関する規約に基づき、協定書及び覚書の調印を行った
消防署にトヨタ２Ｂ型救急車配置及び移動用10Ｗ無線機を積載

 3月 関町と亀山市との広域消防施行式を商工会館にて挙行
第4分団(南条)に分団車庫新築

 4月 関町と亀山市との間における消防事務の事務委託業務を開始
広域消防整備計画に基づき消防職員11名を増員

 9月 自動遠隔サイレン吹鳴装置、子局4基(井田川､昼生､平尾､池山)設置
関分署庁舎竣工式

10月 亀山市消防署関分署開署式挙行、分署長以下15名職員を配置し分署業務を開始
消防事務委託に関する規約及び協定書に基づき、分署の施設・備品の整備につ
いて覚書を交換し、その体制を整える
小型動力ポンプ付積載車1台を第6分団(白木)に配置、小型動力ポンプ付積載車
1台を第3分団(中庄)に配置(更新)

昭和55年  4月 職員1名退職
 5月 消防本部に広報車(1400cc)1台配置
 7月 亀山市防火協会の発足

消防署に携帯用超短波無線電話5Ｗ4基配置
 8月 災害情報等自動案内装置(機種ゼネラル)1台消防署に配置
10月 山林火災用軽四輪積載車(550cc)1台消防署に配置

小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)2台､第2分団(太岡寺)､第4分団(南条)に配置
(更新)
職員1名欠員補充

昭和56年  3月 第2分団(神辺)分団車庫新築
消防団長一見忠夫氏退団

 4月 消防団長に村山守氏が就任
亀山・関地域ガス安全対策連絡協議会発足

 5月 消防本部及び消防署の機構改革を図る　本部に庶務係、警防係、予防係、危険
物係4係を、消防署に新たに装備係を設置

昭和57年  1月 亀山市消防の歌制定
 8月 団本部に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)１台配置

第5分団(安楽)に小型動力ポンプ(Ｂ３級)１台配置
11月 関分署に水槽付消防ポンプ車(I－Ｂ型　Ａ２級)１台配置

昭和58年  1月 消防本部及び消防署の機構改革を図る　本部に総務係、予防係、消防署に警防
係、査察係、訓練指導係、装備係、関分署に警防係を設置
職員1名退職

 3月 第6分団(白川､松山)分団車庫新築
11月 消防署に水槽付消防ポンプ自動車(I－Ｂ型　Ａ２級)1台配置
12月 消防署に救急医療情報システム設置

昭和59年  2月 職員1名退職
 3月 消防長三宅長治氏退職

消防署に通信指令係を設置
 4月 消防長に下條繁氏が就任

第5分団(池山)分団車庫新築
12月 幼年消防クラブ(4クラブ)設立

昭和60年  2月 第1分団(本町)分団詰所改築工事
 3月 第36回三重県消防大会　亀山市文化会館にて開催

職員2名退職
移動用無線機5Ｗ　2基購入

 4月 職員2名欠員補充
消防本部組織の一部改正により、消防署に整備指導係を設置
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消防団再編成計画により、消防団員定員280名を262名に再編成
 8月 亀山関幼年婦人防火委員会設立
 9月 第4分団(田村)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
10月 亀山ライオンズクラブから救急車(２Ｂ型)の寄贈を受け消防署に設置
12月 平尾婦人防火クラブ(1クラブ)設立

昭和61年  4月 消防団再編成計画により、消防団員定員262名を251名に再編成
 5月 消防本部の広報車(1600cc)更新
 6月 職員1名退職
10月 第1分団(羽若)分団車庫新築(増)

第1分団(羽若)に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)１台配置
11月 昼生地区コミュニティ消防センター新築

消防署に消防専用超短波無線機固定用10Ｗ1台配置
昭和62年  2月 第3分団(中庄)､第5分団(平尾)､第6分団(白木)に林野火災用軽可搬式ポンプ

(Ｄ１級)各1台配置
 3月 自治省消防庁から消防庁長官表彰旗を授与

カメヤマローソク(株)から消防資金として100万円寄贈(空気呼吸器資金)
 4月 職員1名欠員補充

消防団再編成計画により、消防団員定員251名を243名に再編成
 7月 消防署関分署に広報車(1600ｃｃ)1台配置
11月 第2分団(木下)に小型動力ポンプ(Ｂ３級)1台配置

12月 空気呼吸器150kgf/cm2　10基購入

昭和63年  3月 本町地区防災センター新築
第1分団(天神)分団車庫新築(積載車1台配置)

 4月 消防団再編成計画により、消防団員定員243名を240名に再編成(再編成計画終決)
 7月 三重県消防団長会議　亀山市文化会館にて開催

野登地区(辺法寺､原尾､安楽､池山､坂本)婦人防火クラブ(5クラブ)設立
10月 山林火災用軽四輪積載車(550cc)1台消防署に配置(更新)

第5分団(辺法寺)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
11月 第2分団(布気)分団車庫新築(増)
12月 第2分団(布気)に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)1台配置

携帯用無線機(5Ｗ)5基購入
平成元年  5月 関地区(市瀬)婦人防火クラブ(1クラブ)設立

 8月 (財)日本消防協会から、平尾婦人防火クラブに軽可搬(Ｄ１級)1台寄贈
10月 (財)日本消防協会から、携帯用無線機10基､携帯拡声器2台の寄贈を受ける
11月 第6分団(上白木)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

防災行政用無線機を消防団積載車搭載　10基
12月 消防署の消防ポンプ自動車(ＣＤ-Ｉ型、Ａ２級)更新

亀山3号を第1分団本町車庫に配置替え
平成 2年  2月 (財)日本消防協会から、亀山市消防団に竿頭綬を授与

 3月 第2分団(山下､木下)分団車庫新築移転
 7月 職員1名退職
 8月 (財)日本消防協会から救急自動車(２Ｂ型)寄贈

団本部に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新
 9月 第4分団(徳原)､第5分団(原尾)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
10月 第6分団(松山)に山林火災用軽四輪積載車1台配置(増)
12月 消防署関分署の救急車(２Ｂ型)更新

平成 3年  1月 第3分団(三寺)分団車庫新築移転
 2月 消防署の化学消防ポンプ自動車(Ⅱ型・Ａ２級)更新

空気呼吸器300kgf/cm2　5基購入
 3月 消防長下條繁氏退職

消防団長村山守氏退団
 4月 消防長に田名瀬治好氏就任

消防団長に鈴木吉男氏就任
職員2名欠員補充

 5月 消防本部の指令広報車(1800cc)更新
 9月 第1分団(井田川)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新
10月 第6分団(松山)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

消防署の軽可搬小型動力ポンプ(Ｃ１級)更新
11月 第5分団(池山)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配置(増)

平成 4年  1月 (社)日本自動車工業会から救急自動車(２Ｂ型)寄贈
 2月 消防署の救急自動車(２Ｂ型)更新

第5分団(坂本)分団車庫新築移転
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 4月 職員1名欠員補充
 7月 消防本部の指揮車(2000cc)更新
 8月 第1分団(天神)､第5分団(平尾)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新
10月 第3分団(下庄)の山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配置(増)

第3分団(三寺)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
12月 消防署の消防ポンプ自動車(ＣＤ-Ｉ型、Ａ２級)更新

平成 5年  1月 第2分団(小野)分団車庫新築移転
関分署管内119番の本署統合、通信の一元化

 3月 亀山6号を第1分団本町車庫配置替え(更新)
 9月 第3分団(中庄)､第6分団(白木)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新

平成 6年  1月 第5分団(池山)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
 3月 防災ヘリ用消防無線機(基地局･固定局)1基増設

消防無線設備周波数変更(153.55MHzを151.31MHz)
消防署救急自動車(２Ｂ型)を高規格救急車に更新

救急用資器材(ＥＯＧ滅菌器､気管挿入モデル､SpO2測定器等　10点)配備
第4分団(徳原)､第5分団(安楽)分団車庫新築移転
第4分団(田村)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配置(増)
第5分団(池山)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

 4月 職員2名増員
 6月 高規格救急車　車両艤装(自動車ＦＡＸ､バックアイカメラ・モニター外５点)

白川地区(小川町)小川婦人防火クラブ(1クラブ)設立
 7月 消防本部､消防署機構改革　本部の消防課に企画整備係と危険物係を、消防署

に救急通信担当司令､警防担当司令と救急係を新設
救急用資器材配備(自動式人工呼吸器､自動心肺蘇生装置､在宅医療処置用セッ
ト外５点)
職員1名退職

10月 消防庁舎移転用地無線伝播調査
11月 救急救命士資格取得1名

消防庁舎移転用地買収(野村四丁目1279-2)
12月 第2分団(布気)消防詰所増築

平成 7年 １月 阪神､淡路大震災に伴う出動（消火隊）
 3月 消防庁舎移転用地地質調査

亀山市消防庁舎設計監理委託(梓設計)
第2分団(太岡寺)､第4分団(南条)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新
消防長田名瀬治好氏退職

4月 消防長に羽田野勇喜男氏就任
消防本部の機構改革　予防課を新設
職員2名増員

 6月 消防本部の防火広報車(亀山４)更新
 9月 宮西祥雄氏から耐ガス密封防護服2着､複合ガス検知器1基､防毒衣3着の寄贈を

受け消防署に配備
12月 消防庁舎新築移転工事着工

平成 8年  1月 第4分団(太田)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
 2月 第3分団(三寺)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配備(増)
 3月 第6分団(小川)分団車庫改築
 4月 職員2名増員

亀山地区　楠平尾婦人防火クラブ(1クラブ)設立
 5月 救急救命士資格取得1名
 8月 関地区｢関町スポーツ少年団｣少年消防クラブ(1クラブ)設立
12月 関分署の消防ポンプ自動車(ＣＤ－１)関１　更新

平成 9年  2月 第2分団(山下)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
第6分団(小川)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配備(増)及び小型動力ポ
ンプ(Ｂ３級)更新
高度救急処置シュミレーター(救急処置用人形一式､心肺蘇生用訓練人形一式)
亀山市野村四丁目1番23号に新消防庁舎建築工事完了
庁舎棟
　鉄筋コンクリート造３階建
　建築面積　　　1,683.20㎡
　延べ面積　　　2,479.71㎡
訓練塔(主塔)
　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造３階建
　建築面積　　　30.25㎡
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　延べ面積　　　90.75㎡
訓練塔(副塔)
　鉄骨造３階建
　建築面積　　　29.03㎡
　延べ面積　　　49.52㎡

 3月 消防緊急通信指令施設(Ⅰ型)設置工事完了
防災展示コーナー(消防プラザ)設置工事完了
第4分団(能褒野)分団車庫改築
第5分団(池山)にホース干し鉄塔建設
職員3名退職

 4月 亀山市消防本部､亀山消防署､新庁舎竣工運用開始
亀山市消防本部､亀山消防署機構改革に伴い消防本部に通信指令室を新設
関分署を関消防署に昇格、1本部2署体制とする

　 職員3名欠員補充
 5月 救急救命士資格取得1名
 6月 消防本部に事務連絡用軽四輪車1台配備(増)
 8月 消防無線機(移動局10Ｗ2台､携帯局5Ｗ8台)更新
10月 消防団長鈴木吉男氏退団
11月 消防団長に葛西行弘氏が就任

消防緊急通信指令施設指令伝送出力装置設置工事完了(市役所内2箇所に設置)
12月 第5分団(辺法寺)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配置(増)

第2分団(小野)､第4分団(能褒野)､第5分団(坂本)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
平成10年  3月 亀山消防署に救助工作車Ⅱ型1台配置(増)

第49回三重県消防大会　亀山市文化会館にて開催
職員1名退職

 4月 職員1名欠員補充　1名増員
三重県防災航空隊派遣1名

 5月 第49回全国消防長会救急委員会　亀山市消防庁舎､亀山市文化会館にて開催
10月 移動体電話119番通報運用開始
12月 第2分団(木下)に山林火災用軽四輪積載車(660cc)1台配置(増)

第3分団(下庄)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
平成11年  3月 第5分団（辺法寺）ホース干し鉄塔建設

消防長羽多野勇喜男氏退職
職員1名退職

4月 消防長に三宅昭之氏就任
亀山市消防団規則の一部改正に伴い6分団制から7分団制に組織改革
　第1分団(亀　山)
　第2分団(神　辺)
　第3分団(昼　生)
　第4分団(川　崎)
　第5分団(野　登)
　第6分団(白　川)
　第7分団(井田川)
組織改革に伴い第1分団(井田川消防車庫)を第7分団(川合消防車庫)に変更
職員1名欠員補充

 5月 救急救命士資格取得1名
 9月 第7分団(みどり町)分団車庫及びホース干し鉄塔新築
12月 消防団本部の小型動力ポンプ付積載車(亀山１)更新

第7分団(みどり町)に小型動力ポンプ付積載車1台配置(増)
第5分団(安楽)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

平成12年  2月 亀山消防署の山林火災用軽四輪積載車(亀山５)更新
 3月 職員1名退職
 4月 職員１名欠員補充
 5月 救急救命士資格取得1名
11月 職員1名退職

平成13年  1月 第1分団(本町)の小型動力ポンプ付積載車1台更新
 2月 亀山消防署の水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型(亀山７)1台更新
 3月 職員1名退職
 4月 職員2名欠員補充
 5月 救急救命士資格取得1名

消防本部の指令広報車(亀山52)更新
11月 関消防署　救急自動車(２Ｂ型)を高規格救急車に更新
12月 職員1名退職
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第1分団(羽若)の小型動力ポンプ付積載車1台更新
平成14年  3月 消防長三宅昭之氏退職

職員1名退職
4月 消防長に米田功氏就任

職員2名欠員補充
平成14年度全国消防長会東海支部総会　亀山市文化会館にて開催

 5月 救急救命士資格取得1名
12月 亀山消防署　救急自動車(２Ｂ型)を高規格救急車に更新

平成15年  3月 関消防署新庁舎竣工運用開始
　構　　造　　木造２階建一部鉄筋コンクリート造
　敷地面積　　2,256.02㎡
　建築面積　　685.43㎡
　延べ面積　　781.03㎡
職員1名退職

 4月 消防職員の条例定員67名を71名に改正
職員3名増員　　1名欠員補充
消防団員再編成計画により、消防団員定員240名を270名に再編成

 5月 救急救命士資格取得1名
緊急消防援助隊登録（消火隊）

 8月 桑名郡多度町三重ごみ固形燃料（RDF）発電所火災に三重県内消防相互応援協
定に基づき出動

11月 自治体消防５５周年記念式典参加（東京都）
平成16年  1月 消防本部の消防長車（亀山５１）更新

 2月 関消防署の水槽付消防ポンプ自動車（Aｰ２）更新
 3月 亀山消防署に３０ｍ級はしご付消防ポンプ自動車配置

　 ISO１４００１認証取得
 4月 亀山消防署の救助工作車を関消防署へ配置替え

職員１名欠員補充
亀山市消防団規則の一部改正に伴い７分団制から８分団制に組織改革、並びに
女性消防団発足
　第1分団(亀山地区北部)
　第2分団(神  辺  地  区)
　第3分団(昼  生  地  区)
　第4分団(川  崎  地  区)
　第5分団(野  登  地  区)
　第6分団(白  川  地  区)
　第7分団(井田川 地  区)
　第8分団(亀山地区南部)

 7月 福井県福井市内において水害事故発生に伴い、緊急消防援助隊（三重県隊）として出動

12月 消防防災備蓄倉庫竣工
　構　　造　　鉄骨造２階建
　延べ面積　　163.9㎡

平成17年  1月 １１日、亀山市と関町（１市１町）による市町村合併により新市誕生
合併に伴い、消防団組織の見直しを行い、一団制、１２分団及び女性分団が発
足し、定員４１５名となる。

 4月 職員２名増員
三重県消防学校教官派遣1名

5月 救急救命士資格取得1名
7月 消防本部広報車（亀山６１更新）

10月 移動体電話119番直接受信運用開始
平成18年 2月 第8分団（阿野田）分団車庫及びホース干し鉄塔新築、小型動力ポンプ付き積

載車1台配置（増）
3月 消防長米田功氏退職

職員3名退職
4月 消防長に竹内清氏就任

消防職員の条例定員71名を76名に改正
職員5名採用
三重県消防学校教官派遣1名

5月 救急救命士資格取得1名
平成19年 3月 第９分団（関地区消防団詰所）積載車更新

亀山消防署　高規格救急車（救急亀山２）を更新
職員3名退職

4月 職員5名採用
5月 救急救命士資格取得1名

操法用小型動力ポンプ購入
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第４分団（田村車庫）小型動力ポンプ更新
8月 第９分団（新所車庫）小型動力ポンプ付積載車購入

12月 亀山消防署　消防ポンプ自動車ＣＤ-1を更新
平成20年 2月 新名神高速道路供用開始

3月 第4分団田村車庫改築及びホース干しポール設置
職員5名退職

4月 消防職員の条例定員76名を73名に改正
職員2名採用
三重県と人事交流　防災危機管理部 消防・保安室 派遣１名
三重県消防学校教官派遣１名

5月 救急救命士資格取得1名
6月 第12分団（加太地区消防団詰所）積載車更新

12月 第2分団（布気車庫）小型動力ポンプ付積載車更新
平成21年 2月 第3分団（下庄）分団車庫改築

3月 化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を災害対応特殊化学消防ポンプ自動車（Ⅲ型）に更新

5月 救急救命士資格取得1名
12月 第11分団（沓掛車庫）小型動力ポンプ付積載車更新

第4分団（太田）分団車庫改築
平成22年  3月 消防緊急通信指令設備一部改修

第4分団（能褒野車庫）小型動力ポンプ付軽四輪積載車1台配置（増）
消防長竹内清氏退職

4月 消防長に渥美正行氏就任
職員1名採用
三重県防災航空隊派遣1名

 5月 救急救命士資格取得1名
7月 消防救助技術全国大会へ派遣(2名)

11月 第5分団（池山車庫）小型動力ポンプ付軽四輪積載車更新
12月 関消防署指令広報車更新

平成23年  3月 東日本大震災に伴い、緊急消防援助隊（三重県隊）として出動
職員2名退職

 4月 職員2名採用
5月 救急救命士資格取得1名
7月 亀山市消防力適正配置調査の実施

10月 第３分団（中庄車庫）小型動力ポンプ付積載車更新
12月 高規格救急車（救急関１）更新

平成24年 2月 第11分団（坂下）車庫改築
3月 第6分団（松山車庫）小型動力ポンプ付軽四輪積載車更新

常備消防力適正配置調査完了
職員１名退職

4月 消防職員の条例定員73名を83名に改正
職員3名増員
亀山市消防本部組織規則を改正し、北東分署建設準備室、指揮支援隊を設置

5月 救急救命士資格取得2名
12月 第7分団（川合車庫）小型動力ポンプ付積載車更新

第10分団（萩原車庫）小型動力ポンプ付積載車更新
指揮支援隊に指揮車(亀山51)を配置

平成25年 2月 亀山市消防力充実強化プラン策定
3月 亀山消防署　消防ポンプ自動車ＣＤ-1を更新

第10分団（会下）車庫新築移転
職員1名退職
消防団長葛西行弘氏退団

4月 消防団長に松尾幸夫氏が就任
職員5名採用
三重県消防学校教官派遣
消防職員意見発表会(東海地区)へ派遣(1名)

5月 救急救命士資格取得2名
救急ワークステーション(試行運用開始)

12月 第11分団（市場車庫）小型動力ポンプ付積載車更新
平成26年 2月 第9分団（詰所）消防ポンプ自動車をCD-1に更新

3月 消防指令センター高機能化更新
消防長渥美正行氏退職
職員3名退職

4月 消防長に中根英二氏就任
職員5名採用
亀山市消防本部組織規則を改正し、消防救急室を設置

5月 救急救命士資格取得2名
救急ワークステーション本格運用開始
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平成26年 6月 職員1名退職
12月 女性分団　小型動力ポンプ付軽積載車新規導入

第３分団（下庄車庫）小型動力ポンプ付軽積載車更新
第８分団（天神車庫）小型動力ポンプ付普通積載車更新

平成27年 3月 職員3名退職
高規格救急車2台更新（救急亀山1、救急亀山5）
北東分署庁舎竣工
　構　　造　　鉄筋コンクリート一部鉄骨造平屋建て
　敷地面積　　9,378.26㎡
　建築面積　　863.98㎡
　延べ面積　　832.72㎡

4月 職員6名採用
職員1名退職
北東分署運用開始
消防救急デジタル無線（活動波）運用開始　※共通波は三重県が整備
北東分署の開署に伴い亀山市消防本部及び消防署の設置等に関する条例を改正
し、1本部1署2分署体制に組織を改編する。
北東分署の開署に伴い亀山市消防本部組織規則を改正し、北東分署建設準備室
を廃止する。
亀山市消防署組織を定める規程を改正し、指揮支援隊を本部から署へ配置転換
する。

5月 救急救命士資格取得2名
12月 第5分団（平尾車庫）小型動力ポンプ付普通積載車更新

第10分団（木崎鳥居車庫）小型動力ポンプ付普通積載車更新
平成28年 3月 北東分署に小型動力ポンプ付水槽車導入

亀山消防署に資機材搬送車導入
職員4名退職

4月 職員5名採用
再任用職員2名採用

5月 救急救命士資格取得1名
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191.04  k㎡

49,584  人

20,620  世帯

　

面　積 2.22 ｋ㎡

人　口 576.56 人

世帯数 239.77 世帯

面　積 31.84 ｋ㎡

人　口 8,264.0 人

世帯数 3,436.67 世帯

亀 山 消 防 署 北 東 分 署 所 在 地 三重県亀山市長明寺町842番地1

亀 山 消 防 署 北 東 分 署 設 置 年 月 日 平成27年   4月   1日

亀 山 消 防 署 関 分 署 設 置 年 月 日 平成27年   4月   1日

消防ポンプ自動車 6 台 １台に対する

消 防 本 部 、 亀 山 消 防 署 所 在 地 三重県亀山市野村四丁目1番23号

亀 山 消 防 署 関 分 署 所 在 地 三重県亀山市関町木崎37番地１

人 口 等 に 対 す る 消 防 力 の 比 較 表

（Ｈ28．4．1現在）

昭和42年    4月  1日

亀 山 市 消 防 署 関 分 署 設 置 年 月 日 昭和54年  10月  1日

亀 山 消 防 署 設 置 年 月 日 平成9年     4月   1日

消
防
本
部
・
消
防
署

消防吏員 86 名 １名に対する

関 消 防 署 設 置 年 月 日 平成9年     4月   1日

亀　　山　　市　　勢

面　　　積

人　　　口

世　帯　数

（行政人口　平成28年4月1日現在)

消 防 本 部 設 置 年 月 日 昭和24年    2月11日

亀 山 市 消 防 署 設 置 年 月 日
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（単位　千円）

区分

年度

19,445,800 712,118 3.7 当初予算

20,895,000 813,392 3.9 〃

19,885,000 785,404 3.9 〃

21,178,800 824,322 3.9 〃

20,945,100 1,129,643 5.4 〃

20,639,800 1,805,343 8.7 〃

20,402,500 918,050 4.5 〃

20,816,000 914,722 4.4 〃

（単位　千円）

区分

年度

712,118 586,767 58,931 66,420

813,392 674,783 60,684 77,925

785,404 604,719 57,945 122,740

824,322 635,322 58,514 130,486

1,129,643 712,164 57,552 359,927

1,805,343 660,856 56,711 1,087,776

918,050 772,643 55,707 89,700

914,722 817,737 58,035 38,950

平成２８年度

平成２８年度

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

消　　防　　予　　算　　表

合　　　計 常備消防費 非常備消防費 消防施設費

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

市 予 算 と 消 防 予 算 の 比 較 表

市予算額 消防予算額 比率（％） 備　　考

平成２１年度
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２台

消 防 庁 舎 の 概 要 、 消 防 車 両 等 配 置 状 況

庁
舎
の
概
要

所 在 地 〒519-0165　三重県亀山市野村四丁目1番23号 

電 話 0595-82-0244（代表）

構 造 鉄筋コンクリート造　３階建 

建 築 面 積 1,683．20㎡ 

敷 地 面 積 6,121．26㎡ 

竣 工 平成9年4月1日

延 べ 面 積 2,479．71㎡ 

指 揮 車 １台

１台

３台

はしご付消防ポンプ自動車

小型動力ポンプ付積載車 １台

１台

水槽付消防ポンプ自動車 １台

消 防 ポ ン プ 自 動 車 １台

救 助 工 作 車

１台

防 災 広 報 車 １台

高 規 格 救 急 自 動 車 ２台(内予備車１台)

資 機 材 搬 送 車

事 務 連 絡 車 等

配
置
車
両

小 型 動 力 ポ ン プ

亀山市消防本部・亀山消防署 
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庁
舎
の
概
要

所 在 地 〒519-1107　三重県亀山市関町木崎37番地1

電 話 0595-96-1780

構 造 木造２階建一部鉄筋コンクリート造

敷 地 面 積 2,256．02㎡

建 築 面 積   685．43㎡

延 べ 面 積   781．03㎡

高 規 格 救 急 自 動 車 １台

竣 工 平成15年3月20日

１台

配
置
車
両

水槽付消防ポンプ自動車 １台

化学消防ポンプ自動車 １台

指 令 広 報 車

亀山消防署関分署 
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庁
舎
の
概
要

高 規 格 救 急 自 動 車 １台

9,378．26㎡

建 築 面 積

配
置
車
両

所 在 地 〒519-0214　三重県亀山市長明寺町842番地1　

電 話

敷 地 面 積

0595-84-1096

832．72㎡

構 造 鉄筋コンクリート一部鉄骨造平屋建

延 べ 面 積

小型動力ポンプ付積載軽四輪車 １台

１台

消 防 ポ ン プ 自 動 車 １台

863．98㎡

小型動力ポンプ付水槽車

竣 工 平成27年3月10日

亀山消防署北東分署 
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救助工作車 高規格救急車

年式　平成１０年 年式　平成２７年
　あらゆる災害において人命救助活動に対応可
能な車両で、電動ウィンチ、照明、クレーンなどを
装備しています。また、各種救助用資器材を積載
しています。

　従来の救急車の装備に加え、高度救急資器材
を積載し、救命処置が行えるようになっています。
また、防振ベッドを搭載し、悪路でも振動を軽減し
ます。

水槽付消防ポンプ自動車 消防ポンプ自動車

年式　平成１３年 年式　平成２４年
　2000㍑の水を積載し、水利の確保が困難な場
所や、高速道路等などの場合でも消火活動を行う
ことができます。

　水槽付消防ポンプ自動車が進入困難な道路狭
隘地域に容易に進入することが可能で、早期に火
災現場直近の水利を確保し、放水体制を整えるこ
とが可能です。

消 防 本 部 （ 署 ） 車 両 紹 介

はしご付消防ポンプ自動車 化学消防ポンプ自動車
年式　平成１６年 年式　平成２１年
　油圧駆動式のはしごを最大３０ｍまで伸ばすこと
が可能で、はしご先端から放水活動や高層建物
での人命救助活動などを行います。

　消火用の水に、圧縮空気と消火原液を混ぜて、
発泡させる装置があり、泡を作りだし、空気を遮断
し消火します。高速道路等の水利確保が困難な
所でも少ない水量で消火できます。
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資機材搬送車

年式　平成２８年
　各種災害に対し、大量の消防資機材を搬送
することができます。
　災害出動時以外には、大型資材などの搬送
に使用します。

小型動力ポンプ付水槽車 指令広報車

年式　平成２８年 年式　平成２２年
　水利の確保が困難な場所や高速道路など、
消火活動を行うための大量の水を確保・供給
することができます。

　災害時に各種機関との連携や調整を行い指
令を出すための自動車です。
　災害出場以外では、立入検査、火災予防の
広報などに使用します。

消 防 本 部 （ 署 ） 車 両 紹 介

指揮車 防災広報自動車
年式　平成２４年 年式　平成１７年
　災害現場において隊員の安全管理や指揮を
行います。車内には指揮盤、パソコンやプリ
ンターなどが積載されており、情報収集や関
係機関との連絡等を行います。

　災害時に出動し、地域住民の人たちに必要
な情報などを知らせるための自動車です。
　災害出動時以外は、火災予防の広報などに
使用します。
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合計 亀山 井田川 神辺 昼生 川崎 野登 白川 関 坂下 加太 その他
（※1）

合計 13 3 2 0 0 1 0 0 3 0 2 2

建

物 2 1 1

林

野 2 1 1

車

両 5 2 1 2

その他
（※2）

4 2 2

合計 2,017 698 375 149 71 245 84 48 236 46 45 20

火災 6 2 2 2

自然災害 2 2

水難 0

交通 252 48 52 22 13 44 10 4 32 7 7 13

労働災害 22 7 1 6 1 2 4 1

運動競技 11 7 1 2 1

一般負傷 303 110 58 18 10 35 14 12 33 4 9

加害 8 1 2 1 1 1 1 1

自損行為 15 2 2 3 2 1 3 2

急病 1,270 416 241 102 46 155 56 29 159 33 28 5

その他
（※3）

128 105 18 3 2

合計 29 4 5 2 0 6 1 1 6 0 2 2

交通 22 2 3 2 5 1 6 1 2

建物 1 1

その他
（※4）

6 2 1 1 1 1

合計 204 48 34 23 9 28 8 5 23 5 10 11

警戒 14 1 1 3 1 1 1 1 4 1

誤報 12 2 2 3 2 2 1

水防 1 1

その他
（※5）

177 44 31 17 8 25 8 2 22 5 6 9

（※1） 高速道路などの市外、県外の管轄区域

（※2） 枯草火災など

（※3） 転院搬送など

（※4） 機械による事故など

（※5） 救急隊の活動支援など

平 成 ２ ７ 年 地 区 別 各 種 出 動 件 数 表

火
災

救
急

救
助

そ
の
他

地区別 

種別 
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年 月 日 内　　　　　　　　容

1 職員辞令交付式（消防庁舎）

3 亀山市消防団辞令交付式（消防庁舎）

4 亀山消防署北東分署竣工式・オープニングフェスタ（北東分署）

18 亀山市少年消防クラブ入会式（消防庁舎）

28 亀山市防火協会理事会（消防庁舎）

8 危険物取扱者試験予備講習会（北東分署）

18～20 緊急自動車機関員養成研修（普通車）（消防庁舎）

22 亀山市幼少年・女性防火委員会（消防庁舎）

28 亀山市防火協会総会（北東分署）

2 三重県内高速道路消防連絡協議会総合消防訓練（滋賀県）

7 亀山市水防訓練（亀山市）

18・19 甲種防火管理者資格取得講習会（消防庁舎）

19 亀山市消防操法大会（北東分署）

29 消防救助技術東海地区指導会（県消防学校）

8 23 消防フェスタ（北東分署）

3 救急医療市民講座（北東分署）

18 緊急自動車機関員養成研修（中型車）（北東分署）

25 緊急自動車機関員養成研修（大型車）（北東分署）

1 三重県警防技術交換会（県消防学校）

9 危険物取扱者試験予備講習会（北東分署）

16・17 消防団視察研修（静岡県他）

20 社会福祉施設「亀寿苑」消防訓練（亀山市）

23・24 緊急消防援助隊中部ブロック合同訓練、三重県総合防災訓練（桑名市他）

7 防火フェア（亀山市文化会館）

17・18 救急隊員ブラッシュアップ研修（消防庁舎）

22 亀山市総合防災訓練（市立東小学校）

25 中部管区広域緊急援助隊合同訓練（四日市市）

25・26 職場内研修（消防庁舎）

9 亀山市消防出初式（市立西小学校）

15 文化財防火デー消防訓練（市内福泉寺）

25 消防長査閲警防活動訓練（消防庁舎）

20 亀山市関宿伝統的建造物群保存地区消防訓練（市内地蔵院）

23 亀山市消防山岳救助隊登山訓練（亀山市）

29 亀山消防救急技術研鑽会（消防庁舎）

3 13 亀山市少年消防クラブ修了式（消防庁舎）

2

平成２８年

5

9

10

4

平 成 ２ ７ 年 度 中 に お け る 主 な 行 事 等

7

6

11

平成２７年

1
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